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中国の不干渉政策と干渉行為に対する分析 

  

要約 

中国は国際社会との関係においては他国の内政には干渉しない不干渉政策を原則としてき

た。そのことは中国がウエストファリア体系の絶対的主権概念に従っていることを意味した。

しかし、国際環境が変化し、中国の国力が増大するにしたがって、この不干渉政策が中国の国

益に合致しない側面が生まれており、実質的にそれに反する政策も実行されている。それにも

かかわらず、中国政府はこの政策を変更していないし、また、変更する考えもないと言明して

いる。すなわち、中国の不干渉政策において言行不一致がみられるようになっているのである。

本稿はこの不干渉政策における言行不一致の発生要因について分析する。 

まず、中国の不干渉政策の歴史を回顧してみると、不干渉原則が単にウエストファリア体系

の思想を受け入れたというだけでなく、自国の半植民地化の歴史および第 2次世界大戦後の冷

戦の現実と第三世界の発展を基礎としたものであることがわかる。中国が不干渉政策はこのよ

うな背景の下で、①国内レジームの維持、② 国家の核心的利益（国家主権、国家安全保障、

領土保全）の擁護、③経済発展のための対外関係の維持、のすべてを行うということによって

動機づけられている。 

ついで、中国の不干渉原則の言明と実際の政策の不一致の発生要因について分析する。まず、

中国に限らない一般論として、原則がある一方で柔軟な対応を行うのが、外交政策上は必要で

ある。中国の不干渉政策は上記に見たような歴史的・国際的背景をもつことから、容易に撤回

できない。しかし、国際情勢の変化、中国の国外権益の増大、中国の国際的責任負担の要求の

高まりのなかで、実質的にそれに反する政策も求められるようになっている。そこで、中国は

「干渉」を否定的かつ攻撃的なものに限定した狭義の定義を行い、積極的・防御的なものにつ

いてはその定義から外し、別の用語でもって表現することを行ってきた。中国は今や①直接的

介入、②間接的介入、③黙認による実質的介入の 3つの次元での介入を行うようになってきて

いる。かくして、中国は政策的一貫性の外観を担保しつつ、政策実行面の柔軟性を獲得してい

るのである。このような言行不一致的対応は問題があるとはいえ、決して不可解なことではな

く、中国の外交政策上の合理的根拠を持つものである。 
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  『国際関係論集』に投稿することができる者は、以下に掲げる者とする。ただし、第三号に掲げる 

者を除き、立命館大学国際関係学会会員であることを条件とする。 

  一 国際関係研究科博士課程後期課程の在学者 

  二 国際関係研究科在籍の研究生 

  三 その他研究科執行部が適当と認めた者 
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  『国際関係論集』に投稿する原稿の提出期日は、発行前年度の 6 月末日とする。 
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   ＭＳ Word で作成された電子データを提出する。 
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  原稿は、原則として日本語の場合は 20,000 字以内とし、英語の場合は 10,000words 以

内とする。（注、図、表、写真その他を含む。） 
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英語表題を付す。 
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  日本語で書かれた原稿の場合、250words 程度の英語要旨を付すことを原則とする。 

同様に英語で書かれた原稿の場合、500 字程度の日本語要旨を付すことを原則とする。 
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・用紙サイズ・・・Ｂ5 

・文字数と行数の指定・・文字数：35 字送り：10.5p 行数：31 行送り：18pt 
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・ 余白・・30 ㎜‐25 ㎜‐25 ㎜‐25 ㎜（上-下-内側-外側）  

・ 綴じ代の位置：左 複数ページの印刷設定：見開きページ 

・ ヘッダー・・15 ㎜ フッター・・17.5 ㎜ 

  奇数／偶数ページ別指定・先頭ページのみ別指定：チェックを入れる 

 

・1p 目にはなし → 2p 目以降作成 

・双方とも 2 行改行した後に記入 

・フォントサイズは 8 

・偶数ページのヘッダー  左寄せして「国際関係論集 号，Month Year」を記入 

            例：国際関係論集第 1 号，October 2006 

・奇数ページのヘッダー  右寄せして「論文タイトル（氏名の名字）」を記入 

            例：経済成長を目的とした IT 産業育成に潜む阻害（山本） 

 

・形式・・・文末脚注、「1､2､3‥」表記のものを利用 

・ フォントサイズ‥8 ※ぶら下げインデントを利用することが望ましい 

 

・冒頭の「論説」‥F サイズ：10.5、太文字 ・論文タイトル‥F サイズ：14 

・章タイトル‥F サイズ：10.5        ・節タイトル‥F サイズ：10 

・氏名‥F サイズ：10.5           ・「目次」‥F サイズ：10 

・目次内容‥F サイズ：8          ・本文‥F サイズ：9 

・参考文献･･F サイズ：9          ・要旨タイトル･･F サイズ：10.5 

・要旨本文･･F サイズ：9 

 

本文末に所属および職名を記す。以下の例に従うものとする。 

「（ローマ字表記の氏名、所属）」を表記 

例：（YAMAMOTO Taro，本学大学院国際関係研究科後期課程） 

Guidelines and Writing Format for Contribution of Article to  
The Ritsumeikan Journal of International Studies (������) 

 
(Applied from “the Ritsumeikan Journal of International Studies” Vol. 7) 

 

1. Qualifications 

The following students are eligible for contribution to the Ritsumeikan Journal of 

International Studies (Kokusaikankei Ronsyu). Please note that students must be a 

member of the International Studies Association of Ritsumeikan University except for 

those described in the following No.③. 

① Students enrolled in the Doctoral Program of the Graduate School of 

International Relations. 

② Research students (Kenkyusei) in the Graduate School of International 

Relations. 

③ Those who have been approved by the Graduate School’s Executive 

Committee. 

 

2. Deadline 

The end of June, previous academic year of the publication 

 

3. Form of submission 

Submit in electronic data file of Microsoft Word documents 

 

4. Number of words 

Not more than 20,000 letters in Japanese or 10,000 words in English including footnotes, 

diagrams, charts and pictures 

 

5. Title in English 

Articles must have titles in English 

 

6. Summery 

Article written in Japanese: attach a summary of approximately 250 words in English 

Article written in English：attach a summary of approximately 500 letters in Japanese. 
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7. Page setup 

・Paper size：B5 size  

・Number of characters and lines: characters per line: 35, pitch: 10.5p 

lines per page: 31, pitch: 18pt 

・Margins：30mm-25mm-25mm-25mm (top-bottom-left-right) 

・Gutter position (Binding width): left, mirror margins 

・Header and footer：header: 15mm, footer: 17.5mm 

-Odd/Even page setting 

-Separate setting for the first page 

 

8. Header 

・Section start：page 2 and after (no header on the first page) 

・Two line breaks (start to write from the third line) 

・Font size：8 

・Even page header：align left and enter “国際関係論集第 号, Month Year” 

(e.g. 国際関係論集第 1 号, April 2006) 

・Odd page header：align right and enter “Article title (Surname)” 

(e.g. JAPAN’S DIPLOMATIC DILEMMA TOWARD NORH KOREA (RITSUMEI)) 

 

9. Footnotes 

・Format：footnotes must be placed at the end of the main text with numbering 1.2.3. 

・Font size:：8 ＊Hanging indent is advised for better look. 

 

10. Other font size 

・Editorial：font size 10.5, bold  ・Article title:：font size 14 

・Chapter title：font size 10.5  ・Section title：font size 10 

・Name：font size 10.5  ・Contents：font size 10 

・Table of contents：font size 8  ・Body text：font size 9 

 

11. Affiliation 

Affiliation and position must be written at the end of the main text as follows: 

 (e.g. RITSUMEI Taro, 本学大学院国際関係研究科後期課程) 

      in English              in Japanese (if you are not able to type affiliation in 

Japanese, please leave this blank.) 

 

 国際関係論集も 13 回目の刊行を無事に迎えることができた。審査を担当していただいた

方々、編集業務に携わってくださった方々にはお手数をおかけしたこと、お礼を申し上げた

い。もちろん、原稿を寄せていただいた国際関係研究科後期課程大学院生の方々には深く感

謝する次第である。 

 学際性をその大きな特徴とし、二言語体制で運営される国際関係研究科においては、院生

の皆さんの研究関心は極めて多様であり、院生相互の日常的な研究上の意見交換の機会が必

ずしも頻繁とは言えない部分もあるかもしれない。しかし、ここに寄せられたそれぞれの研

究成果には、執筆者以外の院生諸君もぜひ目を通してほしい。課程博士の学位取得を目指す

研究生活は意図して視野を広げる努力をしない限り直接の研究テーマを越えた文献には目

が向きにくいものである。しかし、同じ学位を目指しながら異なる課題にアプローチする他

人の成果に目をやることによって、得るものはあるはずである。そのうえで、今後、学位取

得までの研究成果の積み上げを着実にすすめ、よりハードルの高い媒体に次回作以降の論文

の公表を目指してほしい。 

 

2013 年 10 月 

国際関係研究科副学部長（大学院担当） 山下 範久 
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